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研究成果の概要（和文）：児童養護施設で暮らす子どもたちの幼児期から青年前期の愛着パターンは継続性があ
ることが示された。愛着パターンが継続した者は8名（47％）であった。愛着の４分類におけるχ２検定の結果
は有意であった。青年期前期の適応においては、現在の愛着が安定型の方が不安定型よりも「思考の問題」得点
が有意に低かった。幼児期の愛着の分類でみると、その違いは有意傾向であった。施設生活での適応に関して
は、とらわれ型（不安定型の１タイプ）の子が、他の愛着タイプよりも適応している傾向が見られた。並行し
て、とらわれ型の子は作文の内容の評価が有意に低かった。学校生活の適応においては愛着タイプによる違いは
見られなかった。

研究成果の概要（英文）：The results indicated that attachment patterns were relatively consistent 
from early childhood to adolescence in teenagers who lived in children’s homes. Eight out of 17 
teenagers (47%) kept the same attachment patterns. In the four classifications of attachment 
pattern, analyses showed significant association of the attachment types at two time points. In 
terms of children’s adaptation, the adolescent with secure attachment had significantly lower level
 of "thought problems" than did those with insecure attachment. When the attachment classification 
in early childhood was used, this difference was marginal. The results of children’s interviews 
revealed that preoccupied (one of the insecure attachment patterns) teenagers had better adaptation 
in the children’s home compared to those with other attachment patterns and they also had 
significant lower scores of a composition test. At school, however, no significant difference was 
found in teenagers of different attachment patterns.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児期から青年前期までを児童養護施設で生活する子どもの愛着パターンは比較的変わらないという結果は、ネ
ガティブなライフイベントがない場合、乳幼児期に形成された愛着は変わらないというこれまでの愛着研究で言
われていることを支持するものである。一方で、施設という安定した生活環境においても子どもの不安定な愛着
を安定した愛着に変化させることが困難であることを示している。また、不安定な愛着を有する者は強迫観念や
幻聴などを含む思考の問題得点が高いことが示され、精神病理を発症するリスクが示唆された。その為、ケアワ
ーカーは不安定型愛着の子どもに対して特別なケアが必要であると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) Bowlby の愛着理論（1969）によると、乳幼児期に形成された愛着パターンは個人のインタ
ーナルワーキングモデルの基となり、その後の人間関係や精神衛生に影響をおよぼす。安定型愛
着パターンを持つ者は上手く人間関係を築くことができ、精神的に健康であるとされる。しかし、
Bowlby（1988）は乳幼児期に形成された愛着パターンがそのまま成人の愛着パターンになるわ
けではないことも述べている。愛着パターン測定後の生育環境が一定している場合は変わるこ
とは少ないが、愛着対象者との死別や離別など個人の生育環境に大きな変化がある場合は変わ
る可能性があるという。 
愛着パターンの継続性/非継続性についての先行研究は、２時点の長さ（乳児期と幼児期、あ
るいは幼児から思春期）や対象となる子どもの特徴によって違いが見れる。McCarnell & Moss 
(2011)の先行研究のレビューによると、乳児期から幼児期（5～6歳）の愛着パターンの安定性は
80％台から 60％台であるという。また、乳児期（12ヵ月）から思春期（16～19歳）の愛着パタ
ーンの継続性は 38％～25％と低いものであったと述べている。これらの研究の対象サンプルは
一般家庭の子どもたちであり、親との長期的な分離を経験し、児童養護施設という特殊な環境で
生活する子どもたちを対象とする研究は含まれていない。 
 
(2) 我々は、2010年度に科研費の助成を受け、児童養護施設に入所している幼児を対象に愛着
と問題行動の関連について実証研究を行った。その研究では、無秩序・混乱型愛着パターンは虐
待を受けた幼児に多く見られ、その無秩序・混乱型愛着をもつ子どもは外向的問題行動（攻撃行
動や非行行動など）が多いという結果を見出した（Katsurada, Tanimukai, & Akazawa, 2017）。
この研究で対象となった子どもたち（当時は幼児や小学校低学年）は、すでに、中学生・高校生
となり、多くの子どもがまだ同じ施設に入所している。同じ環境で長く暮らし、施設のケアワー
カーとの関係性も深まることにより、幼児期に不安定であった愛着が安定した愛着に変化する
かもしれないと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の第 1の目的は児童養護施設という一定の環境で暮らしている子どもの愛着パター
ンの変化を幼児期と青年前期の 2時点で縦断的に検討することである。 
 
(2) 第 2 の目的は幼児期で比較的明確に表れた愛着パターンと社会適応との関連について、青
年前期においても見られるのか、また、幼児期の愛着パターンは青年前期の適応に影響している
のかを検討することである。 
 
３．研究の方法 
(1) 参加者: 幼児期の愛着と適応の関連の研究に参加してくれた北陸・近畿地方の３つの児童
養護施設が引き続き本研究にも協力してくれた。参加児童は 34 名（男子 15 名、女子 19 名）で、
平均年齢は 14.61 歳（SD=1.52）であった。その内、幼児期の愛着研究に参加した子どもは 17 名
（男子７名、女子 10 名）であった。この 17 名の平均年齢は 15.07 歳（SD＝1.58）であった。 
 
(2) 幼児期の愛着測定具: The Attachment Doll Play Assessment (ADPA; George & Solomon, 
1990, 1996, 2000)を使用した。ADPA は、規定されたドールハウスセットを使い、使用する人形
を子どもに選択させた後、ストーリーの最初の部分のみを提示し、人形を使ってそれに続くスト
ーリーを子どもに自由に作らせるものである。幼児期から児童期（4～9 歳）の子どもの愛着表
象を測定するものとして開発された。ストーリーは迷子のペット（練習用）、膝の怪我、寝室の
お化け、親（大人）との分離と再会の 4つストーリーから成る。子どものドールプレイの様子は
ビデオに録画され、その録画を基に子どもの行動の記録と発話の逐語録を作成する。その逐語録
をマニュアルに従いコーディングし、愛着の 4つのパターン(安定型, 回避型, アンビバレント
型, 無秩序型)のいずれかに分類する。ADPA の日本での妥当性は山川（2006）によって示されて
いる。本研究での愛着の分類は、ADPA のワークショップで訓練を受けた後、コーディングの認
定をうけた研究代表者が行った。愛着分類の信頼性を確認するために、別の認定コーダーである
日本人研究者に半数のケースのコーディングを行ってもらった。全体の分類の一致率は 84％で
あり、D分類に関しては 100%であった（Katsurada, Tanimukai, & Akazawa, 2017）。 
 
(3) 青年前期の愛着測定具: The Adult Attachment Projective (AAP; George, West, & Pettem, 
1997)を使用した。AAP は ADPA の開発者の一人である Carol Georg が主体となり、青年・成人期
の愛着の防衛プロセスに着目し、青年・成人の愛着表象を測定する測定具として開発された。AAP
は一人または二人の人物が描かれた 8 枚の絵を参加者に提示し、それぞれの描画がどのような
場面で、どうしてこのような場面になったのか、描かれている人物は何を考えているのか、この
後どうなるのかを聞き、ストーリーを作ってもらう。ストーリーは録音され、逐語録を作成後、



マニュアルに従い４つの愛着パターン(柔軟型, 拒絶型, とらわれ型, 未解決型)に分類され
る。AAP は The Adult Attachment Interview(AAI; George, Kaplan, & Main, 1985)との収束的
妥当性が報告されている。本研究では。研究代表者によって英語に翻訳された逐語録に基づき、
AAP の開発者である Carol George が全ての判定をおこなった。 
愛着パターンの呼名は測定具によって多少の違いはあるが、柔軟型は安定型、拒絶型は回避型、
とらわれ型はアンビバレント型、未解決型は無秩序型と同じパターンとされる。 
 
(4)  質問紙調査 
① 対人的信頼感：谷（1998）が基本的信頼感尺度、絶望感尺度、時間的展望体験尺度の全項目
の因子分析をおこなった結果 4 因子が抽出された。その内の１因子である対人的信頼感因子５
項目を使用した。 
② アダルト・アタッチメント・スタイル尺度（ECR-RS）：古村他（2016）の回避６項目と不安
３項目の９項目を使用した。 
③ 日本語版主観的幸福観尺度：島井他（2004）によって信頼性や妥当性が確立されている尺度
4項目を使用した。 
④ ユースセルフレポート(YSR)：11～18 歳までの子どもの行動チェックリストで、110 項目で
ある。YSR は「引きこもり」、「身体的訴え」、「不安/抑うつ」、「社会性の問題」、「思考の問題」、
「注意の問題」、「非行的行動」、「攻撃的行動」の 8下位尺度から成り、標準化されている。福岡
心理テストセンターより販売されている日本語版を使用した。 
⑤ 施設内で子どもの成長を見て来た職員に、青年期にいたるまでのライフイベントについて
聞いた。具体的には、親しかったケアワーカーとの分離があったか、家族・親族との死別があっ
たか、いじめの被害やネガティブ、ポジティブイベントがあったか等を聞いた。 
 
(5)  面接調査：青年期の適応については、子ども一人一人に施設内での生活や学校生活につい
て、仲の良い友達が何人いるか、信頼できる友達や先生がいるか、部活をやっているか等につい
て、半構造化面接をおこない、その後、各項目について適応という観点から点数化した。 
  
(6) 作文：参加者の認知的能力を確認するために、「10 年後の自分」という題名を与え、400 字
詰め原稿用紙 1枚程度の作文を書いてもらった。その作文は、形式面（長さ、誤字・脱字等）と
内容面（内容の一貫性、テーマに沿っているか等）の二つに分けて評価基準を決め、点数化した。
この評定は研究分担者の 2名がおこなった。 
 
４．研究成果 
(1) 青年前期の愛着パターンの分布 
AAP の測定を受けた 34 名の愛着パターンは、柔軟型 6名(17.6%)、拒絶型 14 名(41.2%)、とら
われ型 3名(8.8%)、未解決型 11 名(32.4%)であった。 
 
(2) 幼児期と青年前期の愛着の継続性/非継続性 
幼児期(ADPA)と青年前期(AAP)の両時点での愛着測定を受けたのは 17 名であった。愛着パタ
ーンの 2分類と 4分類のクロス集計を表１と 2に示した(次頁参照)。2分類では、ほとんどの者
（約 94%）が幼児期から青年前期において変化がなかった。2時点での愛着パターンの関連性は
有意であった（χ２= 8.56, df=1, p=.003；κ=.767, p=.001)。 
 4 分類では、幼児期から青年前期において愛着パターンが変わらなかったのは 8 名（47%）で
あった。4分類においても 2時点での愛着パターンの関連性は有意であった（χ２= 21.07, df=9, 
p=.012；κ=.253, p=.005）。この結果から、児童養護施設で暮らす子どもの幼児期と青年前期の
愛着は継続性があると言える。 
 
(3) 愛着と問題行動との関連 
青年前期の愛着パターン（AAP）と適応の関連については、ユースセルフレポート(YSR)の下位
尺度「思考の問題」においてのみ愛着パターンによる違いが見られた。AAP2 分類（安定/不安定）
での Mann-Whitney 検定の結果、安定型の平均ランクは 9.58 (度数=6)で、不安定型のランクは
18.10（度数＝26）であり、有意な差が見られた（U= 119.50, p=.032）。不安型のランクが高く、
「思考の問題」得点が高い者が多いことを表していた。愛着パターンの 4 分類では Kruskal-
Wallis 検定をおこなった結果、「思考の問題」においてのみ有意傾向の差が見られた(H=3.45, 
df=3, p=.082)。多重比較の結果は柔軟型（平均ランク 6.83）と拒絶型（平均ランク 10.83）間
で有意傾向（p=.092）、柔軟型（平均ランク 5.08）と無秩序型（平均ランク 11.14）間で有意（p=.012）
であった。4分類の結果から、不安定型の中でも特に拒絶型と無秩序型に「思考の問題」がある
者が多いことが分かった。他の下位尺度においては、2分類でも 4分類でも有意な差は見られな
かった。 
 幼児期の愛着パターン（ADPA）の 2分類においても AAP と同様に YSR の「思考の問題」におい
て有意傾向の違いが見られた（U=33.00, p=.082）。これは、幼児期の安定型の 3名の内 2名が青 



表 1 幼児期青年前期の愛着の 2分類のクロス集計 

ADPA          AAP  安定型  不安定型  計 

 安定型  2 (11.8%)   1 (5.9%)   3 (17.6%) 

不安定型   0  14(82.4%)  14 (82.4%) 

   計   2 (11.8%)  12 (88.2%)  17(100%) 

 
表 2 幼児期と青年前期の愛着の 4分類のクロス集計 

                    青年前期（AAP） 

  拒絶型  柔軟型  とらわれ型  未解決型  計 

幼児期   A  3 (17.6%)  0   2 (11.8%)  0  5 (29.4%) 

(ADPA)   B  0   2 (11.8%)  0  1 (5.9%) 3 (17.6%) 

        C  1 (5.9%)  0  0  4 (23.5%) 5 (29.4%) 

        D  1 (5.9%)  0  0  3 (17.3%) 4 (23.5%) 

      計 5 (29.4%)   2 (11.8%)  2 (11.8%)  8 (47.1%) 17 (100%) 

注）A＝回避型、B＝安定型、C＝アンビバレント型、D＝無秩序型 
 
年前期においても安定型を継続していたことから当然と言えば当然である。ADPA の 4 分類でも 
同様の結果であったが(H=8.46, df=3, p=.037)、多重比較で有意差、有意傾向の差が見られたの
は安定型とアンビバレント型間（平均ランク 4.00 vs 10.80, p=.035）、安定型と無秩序型間（平
均ランク 4.00 vs 11.88, p=.020）と拒絶型とアンビバレント型間（平均ランク 5.64 vs 10.80, 
p=.081）と拒絶型と無秩序型間（平均ランク 5.64 vs 11.88, p=.046）であった。アンビバレン
ト型と無秩序型に「思考の問題」がある者が多いという結果であった。 
 
(4) 愛着と施設や学校での適応との関連 
半構造化面接で得られた施設内での生活や学校生活における適応については、現在の愛着（AAP）
の 2分類では有意な違いは見られなかったが、4分類においては施設内での適応に有意傾向の違
いが見られた（H=7.37,p=.061）。多重比較では、柔軟型ととらわれ型間（平均ランク 3.92 vs 
7.17, p=.092）、拒絶型ととらわれ型間（平均ランク 7.82 vs 14.50, p=.037）、拒絶型と未解決
型間（平均ランク 10.21 vs 15.70, p=.058）に違いが見られた。とらわれ型が他のパターンよ
りも施設内での適応が良かった。一方で、とらわれ型は作文の内容評価において他のパターンよ
りも有意に低い傾向にあり（p=.075）、とらわれ型の施設内での適応の良さは認知的な脆弱性に
よるものかもしれない。幼児期の愛着の 2分類、4分類による施設内の適応、学校の適応いずれ
においても有意差は見られなかった。 
 
(5) 愛着とライフイベントとの関連 
幼児期から青年前期までのライフイベントと愛着パターンの関連については、友人との分離
とネガティブイベントにおいて AAP の 4 分類での有意傾向の差が見られた。拒絶型の者は他の
愛着パターンの者よりも仲の良い友人との分離を経験しており（χ２=7.29, df=3, p=.063, 
Cramer V=.463）、ネガティブイベントの経験を持つ者も多かった（χ２=7.47, df=3, p=.058, 
Cramer V=.469）。一方、安定型/不安定型の 2分類では、ポジティブイベントで有意傾向の違い
が見られ、ポジティブイベントを経験している者は全て不安定型愛着の者であった（χ２=3.29, 
df=1, p=.070, Cramer V=.370）。つまり、不安定型愛着の者はネガティブイベントもポジティブ
イベントも経験していると言える。 
 
(6) 質問紙での項目と青年前期の愛着との関連 
 質問紙で測定した、対人的信頼感、アダルト・アタッチメント・スタイル尺度（回避と不安）、
主観的幸福感のいずれにおいても AAP の愛着パターンの 4分類による有意/有意傾向の違いはみ
られなかった。また、安定型/不安定型の 2分類においても同様であった。 
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